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①これまでできなかったことができるようになった！

②行事を『重ねる』ことで負担の軽減＆一石二鳥！

③団体同士の連携等で関わる人が増えた！

④ IT、デジタルの活用！

⑤協議会の運営の工夫

協議会を設立して、こんなことが良くなった！！
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担い手不足などにより長い間開催できてなかった地域の伝
統行事を協議会主催で復活！
住民同士の交流や、伝統継承のきっかけとなった！

【脇岬コミュニティ協議会】
千灯籠まつり賑わいを再び

① これまでできなかったことができるようになった！
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様々な協議会がイルミネーション点灯式を開催。
日見地区では、令和4年度はふれあいセンターで行うことで
設立のPRと賑わいの創出につなげた。令和5年度は公園に

場所を移し、さらに賑わいづくりに寄与している。橘地区で
は、「おかえり」と描かれたイルミネーションで、地域を盛り上
げている。

【日見地区コミュニティ連絡協議会、
橘小学校区コミュニティ連絡協議会 他】

イルミネーション点灯式

橘日見
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自治会単位での自主防災組織の結成が難しかったため、協議
会が主体となり地域全体で自主防災組織を設立し、防災危機
管理室の指導の下、避難所運営訓練を実施した。

【西北校区まちづくり協議会】
協議会による自主防災組織の設立×自治会
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協議会で“お助け隊”を結成し、団体間で協力することで、樹
木の撤去やイノシシ対策用柵の設置など、自治会だけではで
きない活動を手助けすることができた。

【北陽小校区コミュニティ連絡協議会】
北陽お助け隊事業×自治会
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「グラウンドゴルフ大会」と併せて「防犯講習会」を実施するこ
とで、効率よく、振り込め詐欺被害防止のお知らせをすること
ができた！
子どもたちも参加し、三世代交流の場にも！

【にたさこコミュニティ】
グラウンドゴルフ大会×防犯講習

② 行事を『重ねる』ことで負担軽減＆一石二鳥！
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連合自治会で開催していた「夏祭り」を、協議会主催の「たか
おまつり」としたことで、育成協をはじめとした若手の団体の
協力を得やすくなった！

まつりに煙体験等のブースを出すことで、まつりに来たつい
でに防災を学んでもらうことができた！

【高尾小学校区コミュニティ連絡協議会】
たかおまつり×防災

煙体験ブース

も設置！

8



小学校の日曜参観の一環として、地域の交流と避難訓練を組
み合わせたイベントを開催！
ウォークラリーで地域の歴史を知るきっかけにも！

【にししろ山コミュニティ協議会】
にししろっこ秋まつり （小学校日曜参観×防災）

5・6年生はいざという
ときの火起こし体験！
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健康づくりのためウォーキングなどを行う「あおぞら歩こう会
（週3回程度実施）」にて、歩こう会の終了時間が小学生低学年

の下校時間に近い点に着目し、ウォーキングをしながら、子ど
もたちの見守り活動を行っている。

【西町校区コミュニティ連絡協議会】
「あおぞら歩こう会」
（健康づくり×子ども見守り）
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ハロウィンを楽しみながら子ども110番の家や高齢者福祉施
設を周る「防犯啓発イベント」を開催。
子どもたちの衣装を高齢者福祉施設の利用者が製作するな
ど、高齢者の生きがいづくりや地域の多世代交流にもつな
がっている。

【大園小校区コミュニティ協議会】
ハロウィン×子ども110番の家×高齢者の生きがいづくり
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スマホをうまく使いこなせていない高齢者向けにスマホ講座
を開催。あわせて講座内でスマホ詐欺に対する対策を伝える
ことで、スマホを利用する高齢者に詐欺の注意喚起も行うこ
とができた。

【北大浦地区コミュニティ協議会】
シニア向けはじめてのスマホ講座
×スマホ詐欺への注意喚起
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普段ペーロンを体験する機会の少ない北陽と西城山の協議
会の子どもたちに参加の呼びかけを行い、他の協議会とも連
携した取り組みを進めている。

【福田小学校区コミュニティ連絡協議会】
子ども体験ペーロン

③団体同士の連携等で関わる人が増えた！
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小学生の自主的な学習の場を作ろうと、ボランティアの大学
生の力も借りて、夏休みの宿題を見る場や、そうめん流し、お
寺の住職に地域の歴史を学ぶ場をつくった！

【深堀地区コミュニティ協議会】
夏休み深堀サマースクール活動

大学生
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地域の有志が青パト活動隊、朝の学童見守り隊に登録し、「で
きる人ができるときに」を合言葉に立哨・パトロールを実施し
ている！
地域みんなの協力によって保護者も助かっています！

【ダイヤランドまちづくり連絡協議会】
立哨・青パト見守り活動
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カフェには、市社協と琴海地域包括支援センターの職員の協
力のもと、地域の困りごとを気軽に相談できる「相談コー
ナー」を設けて、困りごとにすぐに対応できる体制を整えた！
顔が見える関係づくりのきっかけにもなった。

【形上地区まちづくり協議会】
さざなみカフェ

社会福祉
協議会
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協議会の主催のお祭りを令和4年度に初めて開催！地元企業
の協賛や消防団は会場整理、司会は中学生、くじ引きは校長
先生など協議会の体制があったからこそ様々な団体が連携し
て開催することができた！

【高城台校区コミュニティ連絡協議会】
輪っしょい祭り
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町おこし、各地域の人たちとのふれあい・地域住民との交流を目的
とし、今回はこれまでの夏祭りをリニューアルし、女性のスタッフが
主体となり、若い人たちや多くの住民が参加できる新しい企画を
考え、スイカ割りや子どもたちの演舞など趣向を凝らした夏祭りを
実施することができた。協議会があったおかげで様々な団体が関
わって実施することができた。

【古賀地区まちづくり協議会】
古賀夏祭りリニューアル
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これまで夏祭り実行委員会で開催していた「手熊小校区ふれ
あい夏祭り」を協議会主催で開催！協議会の様々な団体が連
携し、協力が得られるようになり地域の多世代交流の場にも
なった！

【手熊小学校区まちづくり協議会】
手熊小校区ふれあい夏祭り
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様々な団体で連携して、地域住民の交流や情報共有ができ
た！

様々な団体が関わる協議会だからこそ、地域に住む医師によ
る健康講話や福祉事業所による福祉物品のブース展示など、
事業の幅が広がった！

【晴海台コミュニティ連絡協議会】
健康福祉まつり

社会福祉
協議会
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連合自治会、若人の会、協議会の三者協働で実行委員会を結
成し、花火大会を復活させた。若人の会が寄付の呼びかけを行
うなど自主財源の確保にも若者の力が活かされている。

【茂木コミュニティ連絡協議会】
茂木花火大会復活（連合自治会×若者×協議会）
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協議会の広報誌へ載せてほしい情報や行事の告知などを二
次元バーコードから簡単に回答できるようにして、地域の身
近な情報媒体として活用されている。

【形上地区まちづくり協議会】
住民の意見を反映させるためのSNS活用

④ IT、デジタルの活用！
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協議会のインスタグラム
を活用して事業の周知を
行ったことで、多くの人
から反響を得ることがで
き、協議会のことを知っ
てもらうきっかけになっ
た！

【村松小学校区まちづくり協議会】
若い世代への周知のためのSNS活用
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地域アンケートをもとに危険箇所マップを制作した。マップに
QRコードを掲載し、読み込むと動画が再生される工夫をした。

地域の子どもが出演する動画となっていて、分かりやすい内
容となっている。

【北陽小校区コミュニティ連絡協議会】
危険箇所マップの作成（QR動画掲載）

↑動画は
コチラから
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協議会の事業内容及び実施報告の動画を作成し、滑石地区ふ
れあいセンター内の大型テレビ掲示板で上映し、協議会の周
知や自治会加入促進のPRもしている。

【北陽小校区コミュニティ連絡協議会】
大型テレビ掲示板での周知動画上映（×自治会）
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協議会の活動が5年目を迎えることから、事業内容の見直し
を兼ねたワークショップを開催！

企画や準備、当日の進行なども協議会役員を中心として実行。
出された意見は来年度事業の参考に！

【茂木コミュニティ連絡協議会】
まちづくり計画書アップグレード事業

⑤ 協議会の運営の工夫
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協議会内で部会を越えた交流を図るため、部会対抗ミニレクリエー
ション大会を実施。普段交流の機会が少ない他部会との交流の場
となるとともに、部会内の結束が高まった！
（避難所運営訓練の終了後に実施することで、負担も軽減！）

【西北校区まちづくり協議会】
「部会対抗レクリエーション大会」
（協議会内のつながりづくり）

部会名
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地域の将来像を記載して地域全体で目標を共有！
協議会の周知にも一役買っている！

【式見、晴海台、蚊焼、日見、高尾他】
のぼり、看板、ベスト、ジャンパー

つながり、地域活性

高尾まつりで
ベストを着用！

協議会の周知
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地域の子ども達がデザイン！
子どもたちが地域活動に関わるきっかけになっている。

【福田、西城山他】
門松カード

優秀作品は
小学校で表彰！

つながり、地域活性
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危険箇所や避難所を示した防災マップや避難情報が載っ
ている。

【西北、大園】
防災パンフレット

防犯・防災
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過去に起きた災害を伝え、これからの防災意識の向上
のために作成された。マンガを朗読した動画も作成し
ている。

【北陽】
防災マンガ

防犯・防災
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缶バッチの絵も地元の小学生が描いたもので、地域の子
どもたちの協力を得て作成している。

【戸町】
「ながら見守り隊」の缶バッチ

子ども・子育て
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「通勤しながら」、「買い物しながら」、何かをしながら子どもた
ちを見守る、「ながら見守り」。たくさんの人が身に付けること
で地域みんなが見守っているという意識が高まっている。
近隣の地区で統一したデザインで子ども110番の家のステッ
カーをつくり、地域の一体感を出している。

【横尾、大園、北陽】
リストバンド・「子ども110番の家」ステッカー

横尾

大園

北陽

“子どもは地域の
宝物”

と英語で記されて
います！

子ども・子育て
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地域に愛着を持ってもらうため、地域の特徴を歌にした
オリジナルソングのCDの配布や、まつりなどで子どもた
ちがダンスで披露も！！

【土井首、香焼他】
「土井首DREAM」、 「コウヤギノウタ」

♬

伝統・歴史
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西城山の魅力を伝えるために、子ども向けに「みんなの
にししろやま」というパンフレットを作成！“にしろっこま
つり”で子ども達に説明するなど、子どもたちがパンフ
レットを見て自分たちが住んでいるまちの魅力を再発見
するきっかけになっている！

【西城山】
地域の魅力を伝えるパンフレット

伝統・歴史
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高齢者の方が生活する中で、いざ、「困った！」と
いったときに相談できる施設の情報を紹介している。

【北陽】
高齢者困りごと相談マップ

福祉
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自治会員の有志で結成された『助っ人隊』の活動の一環
として、高齢者が入院するときの必要物品を詰め合わせ
たものです！コロナ禍のときは、感染対策グッズも追加
するなど年々アップグレード！
急に入院！といったときに大活躍！！

【古賀（鶴の尾町自治会『助っ人隊』）】
入院お助け袋

歯ブラシセットや洗面器、
シャンプーなどが
入っています！

福祉
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地域のイベントを落とし込んだカレンダーを作成して
いる。これで年間の行事がバッチリ！
予定も立てやすい♪

【深堀】
カレンダー

深堀の行事を
記載！

協議会の周知
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地域コミュニティ推進室
ホームページのご紹介

長崎市 地域コミュニティ 🔎

で検索！
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